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私の新聞経営
清水  晃 (西 :1本・社長)
占lll 駄介 (福井 。社長)

特殊指定改定
… 静i秩 }卜時代を迎えた新聞界
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かうぃ

榊機|1本 1主 ↓ヽよる介理由ミ」1ヽ 格ヽ渫ハ繊tは、

側えば長期機統奮ヾ ||り |ノト場合,1ま とんどめ織

鷲が提1踏〕ド.1[者である畷,|ミ、発{i本 ||が 1轟
・
1褻 |え

総 翠●1卜,て いないことなごかI),実行う`

糠めて憮11し ヽヽ_や もそも111111な 1懸 |(ヽ繊tが業

器にlIぶしをもた ,ヽ十こと|は、 |:I特 .蛛,障 tジ )|111,1

法単撻か,I,も ‖1‐ lヽ:)かであり、 当11や 〉ゞ縮し,じや戦・r
まヽ械世や総|ヽ紙だ|十でなく織サ|さ やIIヽ日画格

もよく行われたゃだか ,ヽ とそ特聯 定で機上

‖ヽ を明確tiす る必撻があった。

(総斑機ヽ中紺間の1鍵格政慾 こやいて,織者か

ら1総々な要撚がヽせ♯麟tて いることはヽ実。

S賊制度び)下で鸞しい.多 1総やt価め渋定やト

稲サービスには,研究のぶlLが ある。

Ⅲ…め餌騨総会め慰見淋1こ撚卜)込まれた濶艤

ぶこそが,約半年|ヽ11に わた・ゃて織|)られた1島

衰プ,ジ ェクト♯―よと公取楼との梅ぶ嶽の

“まな根
t'上
に職 ,́た検樹'継

｀
料であ1)た。特

に合職崎価格継め帯え方をどv'》 ような形で取

り入れるか。撻{|め紺懺特殊擬定め精神を総

持し、かつド測配麟 :1職をいささかも摘るが

せることなく, 2年後め、再眠綸様に膨鸞を及

IFさ ないような交渉を継総じゃそれ|こ t`卜 )́た

絣論を得ることが,プ綸ジェクト十一ふ|■ :モ
された.徹:傘であった。

懸問協会の意
't榔

に対し,贄取揆はすぐさ

ま腱淋を力Ilえ てきた。

r藤止」検討に危機感,再度の意見書

その選点は次のようなものである。

●畿オサの絣剛特殊指定鮮l項は,磁村本社
が略緻彎な価格般定む(!う ようなケースを飢

榊|するものであ1),金理的な価格苺まで不公

厳を無準1方法として規制するものではない。

◇鍛.職1職囀・ 1樹懺鶯の利益を確1無する織
点から,嶽間の価棒設定の多様化が求められ
ており,その惣昧でも,職11靭鼈に1ま問運が
ある。

◇精聞賊撻群にお1する割サ1行為は∬眠撻約
に選繊するかどうかの卜雌1艤であって, これを

特‐豫搬雌で驚定する必撻性はない。嶽欝漱選

腱:iX卜 として驚驚暉するためt=|‡、幾 |‖戦争湘

↑耐注が必要であ
'1、
11'(畿驚|と よふヾ :1ザ ||1為 |こ 力ヽ

II灘摯|‖1■
'|ゞ
1を 想定すること(1麟 線である、、

申発|1本社が特定ノ〉地職11お いて総総ヽホヽ こヽ

宝価をドll Iサ iliく ,キ i'''卜 を||´ 1)ヽ聯喘ヾぶま、…機

|卜定に違腱1~る イ1為 といて磯湘|す ることがで

きる。

こ
`″

〉殺辮で公取誉|ま樹闘特殊梢
.定め取り松

い(=や いて,|「充1111蛉ぶ由lも構
・
ち|ヽ1:し ていたぃ

ま職111」 ′)翠鱗1と して、 公11ヽ苓(1「特殊|ドt
避反とやふため|=は機111キI為は総公11i競争ド‖

害性が必1擬ゃ特殊構籠がなくなぃても…畿1静

tの規お11を 'i薦 けるので崇11騰 競争 |よ継1寺でき

る。だか1)ヽ・鑽1澪 tと 特殊榊定をIX別する必

要|まなく、 …毅1緯定で磯111できないような-11

薫,(1絆 1珠指定でも崚111で きおい」とい.)総瑯1

を繰りまほし||:張 しな、ほかし,そ こには 1ヽ圏
び〉も́)て いる」燎1ふホ|lt、 ゆ験I)1● り:捕↓達11:111(t

J)必撻性、拇品の公共性・公益性、ふ鷺ヽヽ1=

R(ヒ・

“

11な ど(、
tr,い ては、河のミ及《)な くヽ, 公

絆ヽ検|よ も・)ば ら幾摯政策 li、 N懺業はだ|十、

なぜ,「不公11な
'1え

サ1方法」を1旨tし や|)れ (ぎ

ならないのか, とい‐ヽ世え10こ終艤しな゛

公取番が 1縫 11i」 の加11で新総特殊橋tギ〉

't総

|し を検討していることは,浙懺協会は強
い鼈機惑をもち、通‖1意 ,I:ド む1卜成すること

:こ した。

辮 騨業,こおける糾 殊1絆定、ヽ,こ |ヾ する|:1本

紙N協会の基本的考えお,選加1と 越するよL

加意見機'(本誌16べ…ジ参熙)|ま、 3卜 1卜 |ヽに

1雌 lRさ れた。やめ縦点|ま ,A∵ t')i越
')で
ある。

①暫闘の代には,紙面とともにスムーズや

配逮も含まれており、配蕊サービスめiit‖ギは

健の…部を111害するものであ )夕 ,こ れはソニ

アな畿争を職ヽすることになる。

(》将諄雌商品の1゛性として,鷲 総ヽ的な購職、

高普及率があり,、1れ
'ヽ

1=ヽ ・ヽ,た ん鱗壌する

と1哺機し難いこと|よ 1、 判ヽj雛 も漱めている(北

N新聞ぶ件東京,雌 1,ヽ決定)。

や :ヽ:価割れなど0略驚的な(戯格ではなく、
―麟 t違よになF)ない撚幾め少蝋の樹り|で｀

あっても,それサ|)が繰り返し
-11か
れるなホ)(1,

13

●

●
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改定された新闘特殊指定

…

取養と①交渉の継総・ これからの際憑

織本紺関憾会 新熱再藤と特殊権定は関するプ餞ジエクトチーム熱幾
饒撻新聞社 取総検社爆壼曇 滝 蝉 車 織

F別配速の難持キぶ張

「1、新灘協会瀬こ崚鸞された「擬総絆購と

特麟 出に職するプロジェクトナーム」と公

‖取 1ゞ機興会゛勝総島とめ掛で村われた新聞

特殊糟寵は関する交:|!済は、い賞卜,1゛ )ヽ3年 1'

澪I騨 から始まった。そめ鞘IIの機嶽?‖ l゛

公取機は「鸞作物導賊鷲‖度 ドにおける機係機

器ご〉流慾・取尊1恨骨改鸞等の服維状況響|こつ

いて」と総する文藩を公畿し,その中で公取

機はやiNヽこついて次のように譜浅した。|

「紺懺業にお|す る特椰贈檸定は,機なる定欄め

設定、定価の機IIIを禁止することtこ よ),,畿

期購識糊 |,爾 座擬欝灘|サ |,大蝋機人劇薔|,

―“捕職11撒剛サ1等の金鸞的な(灘格理を織tす るこ

とまで繁lLしていると機けユ1えられるおそItが

ぁるとこぅ。とのような価格戦定の多‐様化が

限機されることがないようにするなどの税点

から,本螂 定の見篤し作業中であり,ヽユ

成11ギ驀を戯総|こ織満を11準 ることとする」

公取機|ま 1再賊制度そのものの存蠅について

|ょ ,2o()1年響まで結論を崚|ざしたが,その機.

鸞作特懺係の各業界に対し, 6点の量∬総職

を求|めできた。その一つが(1髄格設定の事1様化

であ1),特 に新聞業界に対しては,終 |1学 1総1麗

を導‐入しやすくするよう,特殊lit定の見i鮮 し

を機(機求してきた。

職I,1意 餞付文蓼でいわれている「長期終‖り|、

籠藤機 1ヽ,大量劇導|,前払脚撃|などの合理的

価格網 の闊隠は,1特1撥交渉の艤柄から
―嶽後

までつきまとった謙隠であ ,́た .

10

合熙剛館掛苺の1ヽ鰹t■やいては,轟勒から

新麟絆は縁めてナーバスであり懺麒ttな ふざ

る[料なかったぃ特に倅機の撫|り 1削職が実職

すれば、雨関:、誨品の合麒であり、織僣力が千

機ザJ沐1の順発篤|こ よって織みtで もれて、ヽる

ブヽ別配逮制度が,憔り|き 畿やめ
｀
驚:ltに o'〉 まれ

て聯機へ:卜:かい、t′ い`で1よ割り|そいものが薄

賊驚嗜度tt蕊大な慈灘鸞をりヽえる・起艤樹"に

な卜)かねない。価格職とか綴サ|と かいえば,

1斑繊嚇のぶ tと 意ヽ鸞こえやすい■公取機も苺れ

を織・ゞ て:冊懺器tt制サl制戯の導入を絆求し

てきた。が,こ と、ま鸞麟器のア1:命線にかかわ

る間題である。糠殊指定織持を公取機:こ淋え

る騰幾檬薬をふぐことこ`なった。    ―

そこ・で99■ 1,、 2o n,断 躁協会1意「新機業

tこおける 淋き飛憔:定ミ:こ関する:ヽ 本新聞緩

の熱本的常え方」と越するぷ凡檬(柵閻恭驚憮ヽ

146母・99年 1ヽ,に総響館 を公取機t=機出1小

池鳴大会N(当時)。 渡避憾総苺賊対鸞特霧11委

縫全曖ミ機 (畿会機)が嶽接根漱熱麟機N幾

!ξ手渡した。

慰雌機の駐は次のぶである。

①l縛賊制職と特殊搬定と|よ紙|｀11の賊嶽繊ぶ

を守ふ1■で補寛的な問燻にあり,鐵・賊制戯が

あれば、特1樹がなくでも販猟戦澪は維持でき

るとい。)考え方(ま‖現実にヽて1ままらない。

◇欄榛職定が憮曲(ヒされると,販職篤ド)lk

が職酷お1画篠餞中に賓入し,コストのかかる

選艤地への総,繊碑燃り捨て、配遭時職√》避鳳

などの、態が越きるぉその結果職在の織総機

が虫食い状態になり,ドお職 逮網がぶ壌に轟l

新機摩時代を選えた新聞界
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ことが求心られている、,111駆嶽 111・大鍵壌十

るかは、卜社の電(面設職||｀ こしてヽ|｀ 1`1翠 i'さ れ

るべき、ことでふる、ゃ

「学戦.1と「太総」1ま隈tWI学ではなく側ぶ

であ1)゛ IL(よい‐,て も,「 lliヽ かヽ′)合ltl的 II:lは 1

きもってする(1ぶ資|にい,1lI:ヽ 11限十もめ
い
【|まなく.

ふくまで「学校」lヽ N:」 ご)砥民‐線上 こヽある(∫

為を指すと
―
母えているぃ「At Bそ |ゞ)他」とい

‐11↓例ぶ方法きこ・,た場奔i■は,「そぎ)他」に

含まれるの1よ ふくまで :A・ 1や「r」 であり,

決して「C」 や「》」が合まれること|よない。

ド較」と「人縫」が倒増tt_して挙|ギ |,れた

銀よ,実 |1可 能性のある十一スとして考えら

ltたからである。公取機が |‖麒格ブ)弾力化」

を進めるために、‖期購統厳拇llり |・ 麒座檬替
‖瑯|,前私 リヾリ|な どの実機を、交渉の過1紺で

嶽く求めていたが、 それらの榊|サ 1轟 1斑 (ま実|サ
1ヽ11慧性が織めて低いため,総ぶに含まれなか

ったと判断されるぃ

交1ザ由の中では,「 II漁かつ金緊11(3」の範ll難に

つヽ:ヽては,公取委のli:|で書浚めたヽ義鑢はじなか

つたが,新圏側として(よ‖ )́の例ぶについて、

翠総麟め公共性・公機性と,経:薄合聡性を力‖昧
したもめヒ理解している。それゆえttt「その

他鷲ヽかつ合理的」に■)いても新間の公共性

が求められることになるときたられる.:,

公聴会でもィ)ヽ取機|ま「ただし書きり|こつい

て,次のよう|■説‖対している、
「 そヽの他:li熙か )́合理的な職、11を もってヽ

‐

ふこれおの行為ミとは,学較救育取材サIIと し

て販戯される剤iN,大憔…括職織鶯li、 1ナに販
嶽される新間のように,そ の‖総からみて11正

かヽつ金職的な理由のあるもノ).漱り|の形態

なごからみて経済各理性のふふもvI)を含む趣

締である。

どのようなものが11■かつ合理11的なものに

含まれぅかについでは、今後,偽体的ぷ案|↓
踏して検討されていくことになるが,公正取
準1灘痰会としてtま ,礎↑∫機鶯のミ|1慰‖l大 と織
鸞判断によって,多 1様な傲淋戦tが行われて
いくものと期伸して、今後,|||ド ヽかつ合理的

な職曲があるとして導入される1多 1鱗な価格設

定
'こ

ついては、特灘旨定|こ選叉しないものと

F潟増配:i義守りつつ新秩序機立を

やもやも懸翔特殊総憮よ,雌行機構と朧,t
店がやギ《|よ ヽヽ1)な い機上li為 を1雄 tし たも
∫)で轟る,さ オ1・‐1‐ザ)1カ1外が総 )ゞ'I:)れたかキヽ)と い

句て、業‖でいぶり1実態を無職し、取サ|め 1員

乱を助氏すふよう)急 畿ヽ■を1僣撻・I‐ 1:)動 ホ
"ゞ

ふ

るとすれば,こ lt(ょ 1職 ,こ 檬‐牒しなければおも

ない。

とこあでNHヽ 1ま .1,1ま )卜 1ジ)ニ ュ‐一人で,

「新聞織り|さ 賦費1機 11マ ),4ゃ 11(委薫騨 1()年 ぶ

)`緩鶯l′ jヽと ヽヽうタイトルを付け,あたかも

織鷲が1・t難檬|1撃 lな どを懸断 111こ :拇求できるキ|

無指定め改IIキiが 11わ れrJか y)よ うな報道を11
・ゃた。こげ瑯 遮は、ふ本n、 1思織|=濃 I)がま)る

ばか))でなく,麒鱗に基づく鮮く√)式響を11ゞ

び寄せ,ヽ蠅11本社や腋発店にも鮮lい合わせが

In次ぃだと問ぃてぃ轟゙

愚本的歯‖織の麒
')と
いうの:さ、特総擬威と

いう“法律"ヽま,機」I:借為 (不公‖|liな 取け|IJI

漱)を規定するも′)であ・って,こ ltこ れめ1サ
‖シt・や 1,な さいと,法 (1為を広{ギ ようとする

法律で|まないかもださそうヽヽう性樹 〉|1珠1絆

定であるtこ もかかわ「〉ず,N III《 黒 ir― ス(よ、

購総おの側に割り1欝求1鮭があるかず〉ような褻え

道を4‐1っ たょ

もちろん卜雌|1本社はいやもや.liし い価格設

定を|!縫獄してい心|よずである。'新聞′)1瞼的

縫命を全ナす
‐
るためには,識 灘が1総識しやす

い嶽↑難で窯諭蘭品を提供すること、 これも栞i
闘げ〉f涎命である。しかし,浙懺といり商品い

場合,搬 11毎 I卜…つひとつのI島 1ヽ を購職替め

準Ptに麟けるとヽヽう職務があり,その3)力 が

11本における新間のi磁繊畿率を支えてきたと

いう懸史的な経総もあ :́〉 た。

再賊1母機という大きな課題に 1ヽ1熱:かおう

としているいま.精闘界は,ド別繊達の機務
を完全に熱たしながふ,絣闇の戦単を守れる

体怜11を確立しなければならなヽヽぃ新特殊指定

が、新駄ぶ時|ヽ を迎える紙関界|こ とってイ「地

な “漱伸・ であることを圏lⅢ●
‐
〔ヽ ふヽ。

(た き{ま キ・たくお)
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考えていふ、」慾‖iな職S‐機騨|‡籐餞騨される。

暉)制り|な ど碑1薫 十1卜機争は,樹剛闊轟め111命

線でもある 1ヽ1繊逮IR職 を絣機させる亀陰1ヽ

を1意 もんでいる゙

嚇事様な拇撚戦雌 こヽあたっては,雨麟雨艤

〉ゞ本、・1囃 iでぁる公共性,公鏃憔iヽこふさ為しいも|′)

の…倒として,「単戦l(ゃ厳導定価」が懲tされる。

この機構で,嶽闘側1ま ,新Ⅳ 〉公共性、公

益性から,金畿llt〕 1雌格絆の波定|、■織t単がある

ことを主強したが,It・ 11、的な錢論が職澪:Tま ふ

まで13は玉らなかったゃそこで公二1〈薔、新問

織食め蘭嚇ψ総 論は,特麟 ti、1よ r,て職絆|

されるべき『{i轍酬眼1驚 」ヽ0職正骨おい|こ :よ どう

いうものがあるか,特味指定を廃止するとご

のょぅな紳響湾 るか―…億どの点に椰ゃて

さた。

公取委の交渉スタンスにも甍(ヒプ)兆 しが見

えはほめた。■れまでの機購な鱗度が構
:゛恭

駄|=な り、斬問の蘭ふ特性に…定の瑶鮮をぶ

し,「総織を機る時期が本率澪であること1遺戦

わ ||)はないが,‐ ・方的に公飛委が結論を淋す

ようなこと,よ しない」冊 殊織tの灘lLだけで

はなくて,修文 (条文の修正):こ も応じる」

などめ点を明らかにした。

交渉の中盤において。擬懺側は,櫓難指寵

:に 1卜 による瀞難がどこまで広がるか,その点

を特に強綴した。職在でも無代紙や過大な景

品、あるいは饉]|き が発億するヽ能性を灘に

秘めており。その一部にっいては、穏めて部

分的で|よあるもののすでに1撻奥の|ヽ樹選を撃1港

越こしているのが実機である。このような状

織は,特殊指定の腱止によ′|)て…気に撻戯在化

し,ぶ範機に機11す ることが予測される。こ

うした購発騰の値サ|き 4!為 |=,守 るべき新圏

の檬ふ輔 .を決定的1こべなう。これこそが新

関とぃぅ臨鳥の公正紳 を限檬するもの
'こ

t議

かならない。

輔 定縫止による鮮鸞は,機織本社|↓ よ

る地域藻別対価が鮮機さォtた機金でも,新懺

の公lF競゛を繊儘する膨で職れてくる。

以11tの ような崚々な輸」it春 めぐって,紺問

側と公】l、機は交」ヽ臓い檬ね:そ の縛騰  6ハ 10

14

1l o常報で輯特殊撤宝翼が公識された、この

冊粋機撚は,そ の機の公職金 (S'130撻 )を

経て, 7)職‖lt■ 改正特殊指定終′Iヽ としてヽ

報で公餐され, 9‖ 1卜11に施行された。

新特殊指定についての考え方

1.総議
新しぃ絣圏特殊1鷲宝は、艶|1本 |11と 販醜

の取撃1方紘について、一般1精定の機上行 ①ヽ

はか,絣N淡め特殊機11こ鑑ふ。発(1本職によ

る縦制定1鱗 0職定とt価の制撃|,賊発薦によ

る定{麒樹り|の 11為をそれギtt飛 11l t.,ふわせ

ていわゆる「絆じ紙」を機卜ilしたものでふる゙

この1ぶ則は,いままでご〉1寺殊:撥定と〈可ら贄鶯

はない。すなわち,|‖特い麟樹定の機神をやめま

ま灘 殊機定のなかtt盛 り込むことができた。

ただし,厳下の3点について交嶽を-1:1・つた。

(1:博地41本 11,り (1為のうち,相手方により欝

なる定機書毅出することに機しては、機上4†

ヽの側外を推け=側淋した。
(12)朧繊麻ttついては,ド麟電配逮を行う朧に

眼定した。              ・

鋼卜闘ぶ止|り tt贄 理`ま:‐ぶ藤11ザ
咄繊化するため,熱文修‖を11っ た:ヤ

 で
°

'F欝

特本性の1識編 う総「ただし書

き」ttつ いて

第 1躇1は発行本オ11の機l卜 11為 (不機11な難

引方法)を規定したもので,本 |ヽはいままで

どお
'),織
31定 1麒を設定することや購嶽驚t↓

椰11)|‖反)tを さtよる.行機,を 鶴ヽ 11:さ れる。

|ただしヽ き」部分は、鎌則崚111の例外む鸞

tしたものである。例外は禅 校散習散総ド!1

為ヽ 髄…括鸞幾 1普漁It,」 と「その他主liヽ儀かつ

金畿織な理由をもってするこれらの行為まで

あるぉ

障 校教ヾ紋材麟l」は,新機協金が実施して

いるNIE溝動のはか,織粋に授業で澪|1拇ぶ†
るための取材として購入するものを機し,麒

繊i絆槻 撚欝館用,あ るいは緻騨や学生が個人

的に購縫するものiま含まないぃ袂 蕊…橋購幾

誉向け1と tま ,槽漁撒め椰数を、騨…鶯t↓対

し灘逮し,かっi間―‐灘から熱鶯をする機金

が想定されてお1),恭こ連.集金が…橋哺 る
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で,ス ム
Ⅲ…ズや 1ヽ逮 0機 1ヽがふ為:、 毎‖、ふ逮檬

寝な♯
|'‐

1'別
蒻d職蛉維持が、樹灘繊品0ゞ職iす るため

の必響飛件な弾でふ心、、やせ
lヽ
間にい ,て総機的

配機が必要

`轟

I太キ∫)か ,あ るいは掛殊1樹t総磯

11:が継 :ヾtlll,1,一 ピ、K(■ 大きキ懇鮮鸞を及1計|のか

|=っ いて(=・ :すで |■ 1ヽ1‖|ミにぶ|こ紺遮したボ麟いで

あふぃ

ここでは,1鴻格遵ザ)ヽ職ゆ哺正遮サービスこヽ檬沐

漱付ける総黒 |こつながることの1:II:ヽをし
'Iお きた

、、゙ 側えば,Ac逮サービスが11ヽ ドしがちな人lt散

総i漱緯や配連磁難,CR(晨
=避
に労力や時出がかか

oむ ご)では,1越嶽の講↓速によ|し |ヽ1絡 を料金を1撻

求した F)、 ふも、、ヽま縫求よりも避い配総時職1を強

、、ることが寺えもItる 、、これは,紺果としてよ tサ

低藻な欄格でできる限 1)ゞ椰な機繊Tク セスを認

めるという、1絣騨の機本的な・商品壽性を失オ,せ る

ものにはかならず、11蹂格め自由化が紺機として祉

食☆ドのデメ 1チ ットとして機 盤ヽすふ側である。

こ,し た総 的なデメ 1'ヽットむ;|さ 起こず 1ヽ螂 |

ヽ梅は,必・ギしもぶ1雨劇れを伴うような l略ぶ的

な欄制 で|まなく、 10(1'1lllヽ 性ご〉少や縫でも |・分に1劇

機め椰欝は■ずるのであり,ヽ
‐・縫1滲定避腱 (こ な・:ヽ

な、ヽ,1鼈繊0欄格熱 |こ よっても,容勝 瑯ヽ ヾが億じ

ふことを機構思しておきたい`こ の点でlLIヽ新機゛

懺 ぶN飛決定機 紺闘機 1こ とって織持すべき崚

十条件として,鷲灘 購総と鵡蒋茂率0維持を学げ

ており、多くの`‖ぶもこのヽ鮮せ支持している。

(3‐ )

賞定的配逮十一ビスが新 lゝ悩iヽ品 |こ不可欠である

ことtよ 1梅違した濾りだが,キ |(こ この発11本や卜のぶ

ぶが棋映された安定的な流麒システムグ)維持が,

抑圏燎配撻ほ減酬斑」 :こ良っていることへの理解

かば、撻である。新機が最終1ド機壮である 1ヽ轟 は職

|)(初 めて究結する商品である限り,い かに迅速

磯実なt時配連を鮎統させるかが■人 'iミ 瑕であ

る。こうした配避サービスを11ミ職させふためのふ苺

職的鰈陣が「N僣越篤餞職ミ嗜度1であ |)、 子も{i本
社が定めた繊逮に

'1ヽ

モも効率的な工 |,ア をN書をも

つて苺崚連するシステムは,工 |,アめ職機や境界総

め変鍵がキ1常的にあるような状態では戯
')立
ち1ヽ

ない。

このヽ蠅 嶽職や磁:こ よるまt的 な恭は避 |「―ビ

スをやるため tヽは賊翌職1導 11のエリア拡大熾゛を

機1総 すヽる必機がある。とサ1)け人撻集中地域で:よ

剛嗜1価格によ心織轟機縫金機|が配逮機の人食い化

t撚 ヽヽたや、ュ|ゞ鱗はや代Aこ と いヽoた鱗1麒 ト`ービス騨

蝋 ド、といヽったし1,ヽせが dヽ総 「ヽ,ヽ 1意機 こヽ鍛響 t■ ヽヽも

、・,‐ る、ととはI ini、 lo億 漱
―
ミで11(1ド1し 11,艤 ,,でヽ

I,、 太任島《〉配逮オ|… ビスξ「ふ驚持やふヽぬ こヽヽま|ミ

僣織避ぶ職」が贅t由 tヽt僣‖ヽ
｀
もtこ ヽヾ不 IIド 代(

ある。

こ・)、 .な ミtr館違IRl戯曲贄鍵はと,)ゎ 1サ 1劇…・7・

,)″ ド|'、 tt‡ いゞて、購尭‖iが 主体的 轟ヽ↑ヽ)ま でも

キく, もし母(II地の鐵搬地区 |こ圏り1価格が■1:す

れば、必,Iミ的1=よ t,tl,繊:な (画や卜を求め
´
〔識鶯が職

機構の交翼をいドめるtと が容易ヽ=撫
|。
(|(さ
t゙^ふ。こ

うした戯鷲′)求めttlた して lヽl高や断懺壮眠・1ゝヽお

ことは現実的ではなく, と')う る方機とし
‐
tは 1ヽ

抗111‖様な1練 |1苺 にサ|き ドげるか,そ うでなけれ|‖

雌総 :こ雨d総区斌′〉壼鍵が行われ《、ことになれ、

(1)

特殊構 littよ 繁もルール違反が11iじ やすいうサゴ

||… ilついて、麟1騨性を持ゃヽ取 り檬はふことが

できるとこ

`)it最

大の特数が ,゛〉驀て、やげ飛 味で,

オール・オア・十,vシ ンダJ)鍵 iIを持 )́磁味がふ

り,解嶽の余1鳳なく||ヽ 111イ■島が選漁かどうかが判

断される必磯がある。そのためttは ,― ^《1編t幾

宝では全く挙十分であり、機器において総も違こ

りやすいぶ公■[な状iヽ き思tし た終博 1:(」な飢tが

またれることになる。

壽ナ:1理 機の場合,iR'低 システム。)ぷ::持 t・椰l liヽ ヾ
｀
lb

もJl)に対し,、 1ll効報iを も・,て ‖ド除やることがよめ

られていることについて|ま ,1薔榊庶鑑:癖で騨巡じ

たところであるが、雌卜!継織戯凛違が嶽戦Iと い
:)雨

品グ)欠 くべか1)ざ る要件であることをこ1(め て'蝕 |‐゙母

しておきた tヽぃ

こうした 大ヽ駐に合わせて件られた特沐1綺tが必

要とされるヽN業の業嶽災慈の状 1,11漱 、 1ヽ法 1ヽ11゛
より何ら甍か )`1よ や 、ヽ

3.新聞業の価格設定のあり方

習綺な1播t譲 l'Mは ,I卜 t■ 1静〕|き や割り1熙こ畿を無

止しているにとごまらず,際限のない1雨榛飛■を

来然に防ぐこと|せ よって、迅逮総機や配ヽ十――ビ

スとヽヽ,,た社会的な価驚の実現をめざした網ゞJJ

総い とヽ やすことができる。…職 |こ 1ぶ曲ド1鱗゛√)

総果,■撻廉1雨 .I)鏃 NI:が戯tし、 多様な価格 |こ 電

介・ッた事様なi瀬品敲蕊|・が武.な :ヽ れてヽヽるぃ しかし

誨総性、‖LI‐St憔 ,憶料性を持■,し わヽゆる苫総雨品

でふも継織曲場合, …定め品質が 1ヽ会的 |こ求めお

11

改定いれた新聞特殊指定

公取機に対する慾見撻 (1999雌 3濁 5日

鸞総機にお猥 麟 檬定1に |)饉する‖本紙撻協会備鱗本的考え方・濾職

||

vげ噸熱、■と.,‐(,特撚|::雌 が必螢であること ↓ヽ

・やいて1ヽび忠児を述べないぃこの戯総η蕊縦な点

まヽ,「 ・ヽ機!構 ,11」に,ヽ |…餓1‖職 |こ お ヤヽる公‖職

“を朧騨する状‖と,「懸懺1薦趨」itお ける公正機Ⅲ

を

“

性宙する状 ,ヽこ |ぶ鴫らか lよ悩なる、 とい 1)こ とit

ある、

1.特殊撫庶制定の立法事実について

1,準學年fヽ 1lt障ゆ鸞麟黎′ヽ販査状 Rヽを 欽めて根
:)

麒ゃ(1み ると,懺紙織制め鮮除と共賊から弾機 リヽ

ヘめ維1サのなかで,激 しい慰変鸞十に突人してい

な,ヽ一方で戯檬なるlR Itげ がli l贅t.側え,ぎ樹 ril.

苺 |ミ・ ヽヽ発件紙√)総合、 1ヽ間でふN01lIミ llげ ![

よ゛311ヽ1以 |=ヽ ti雨格がぶ職する1ミ 1'tがあつた。こ

のN,総 1熱機や賊嶽朦 (ま鍛品tiよ り紺嶽繊騰゛

濠めふとともに,… ゛ヽ朧l燿騨いこISいては縦難との

問で1職ミ檬による賊寵 t｀ うヽ鮮祥襲繊的な拇1り i職

ヾが行われていた。

こうした総器′漱 櫂やヽドを麒し1ヽ正な機゛を雌

ヽする状 1,tむ受 {|で ,撻‖内で1よ縫憔なるti朦 朧

嶽の中じ合ゎせゃ朧′′
1躙
餞め欄出が0われた こヽも

かかわらず,過轟な職品や燎.引 き競争はいっこう

こヽ,棋まること まヽなかった。そして,新闘め織曲′)

,と地から公機力|■ よる規制 |よ鮮ましくないと0撫

澪嶽出の判遺:か ら織制化が■週られたもザ〉め,蝕

終的に(ま 鍛品及び1撻格に関する:'織制を受 tヤざふ

を岱ないこととな 1),特殊1鷺tが lヽitさ れた艤総

がある,I

ここであえて糠漱をしておきたい点は、 l:ヽ時患

定されたド13欄終、 もしく|ま実施されていた実N

的 1、 11111き が,N綴ミ会がいうような略鼈的価榛や

不 )ヽ職嶽というレベル こヽヽま1鷺 ご機い。小鸞模な価

格艤であった :こ もかかわらず、熱正蝠 保の織

ぶから撻繊から行われていた欝品脱懸ilこ とも|こ ,

1雨椰職鮨11をや麟|14サ i■総ふ人融 幾制を撻施した

点であるk

2.特殊↑撥定を激驚した場合|ウ新騰業にお
ける岡摩書」

(1)

絣N鉾賊総畿中 |ょ 轟翼で11われ為べきであり、

紺轡√)賞 lt lよ 剛鑽艤内容」ヤ 1驚意サ…ビス1め

画側面がある、、これは、絣機とヽヽう雨ふ |こ と,て、

織薇問ぃが、要であることはヽ )ヽま でもなtヽが、

li‐1時 t■ 織逮Ⅲ…ビスカゞ総機に供障さ森てこそ靭い

て、絣ヽ騨と、、う総品がヽ縦
‐rる ことをSはする.、

ゅぇlt,新 機賊ヽ t■期↑ヽされている公‖畿)熱件

と

`ま

,品《 t■ょ為職゛め機11ミでふり,嶽間の Fミ

の籠下」を総くような11為 は、公‖鸞゛セ眠檬や

る撻拇め―今である。

こうじた紙樹内容鉾饂 tや戸31配意制縫め総撻

とぃゃたす―ビス蛾中の繊遮には,ソラン・ドヽ のヽ

…・定1麟 ,騰の織神が機めて鶯巣的である_やなかヽ

報機戦意が撫1111に なれば,麒 tゞ母鮮いベルや まヽ機構

饒゛のために譲ス ト鱗総から配趨サービスの低下

が漣こり、総織本iIレ ベルで1意収轟鳥性硲雌迪か｀

取麟・総無 雨ヽ動が抑ヽヽ|さ れると…・鍛 t↓考えヽれる。

こ)し た配幾サ……ビÅや嶽懸ハ容とヽヽ
‐,た新騨0

N的 litド を太然 (■勝ぐためには,lNi榛 の1鷺篤むす

ること1綸職爆iが春点 1‐る。

さら1■,高繊 ↓ヽ商品州 及した嶽蝋i卜場におヽヽ

て, このi料ヽ及率を維櫓するため こヽ|1織格艘゛を1!

うならば、容場に出代が機驚1と されることも,総

嶽的機 に学ぶまでもなく想像に熾くない、ゃ

新 |、驚高品itぉ 、、でlt,1撻 格′〉事総性よりも撚撚

め鱗機性に比 :ヽがおかれることtこ戦めて注繊せ嶽

ヽ必嬰があ '),相
手方や地域 ltよ って織散楡t鱗

が専在することは1(1苺 1格め
｀
ド陣ス,ヾイサルがli t,

…毅1播定にいうドヽ藤発や熱雌雄筵機の状洸 t■ 1総 ふ

前に多様なヽ機が限寧される飽陰性が穏めて誨

ヽヽ。こうし
'1憶
帯1‐き人´ヾイサ′ヽなi騨磁1`↓鯖

‐点↑薔

ため tヽは,1撫によるS職神籠11策が鸞ヽも連鶏である

というのが新機器として中織機である。

(忠 )

商品特性のうえから守るべむ配逮サービスとし
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れておや、これが絣騨メデギ‖め輩ヽt‐11ヽ 的 =:|卜会的

繊介やあるととも↓ヽ、tれ ゆえ{意 きまざまな法

1ヽ

(,・ tヽ゛的驚峰職がヽで 1↓ 書‖しているといえる.、

ド賦艤撚やIな |`ヽ隠 胤態などにおしヽて,｀ 1゙=述べ

ヽきたここかふ攣11)かなよ 1ヽ=.雨 闘め綴ふや、ヽ1無 i

lよや織公共性・公総性 |、ユ|まかなふやヽヽ゛や嗜曇A
的性撫ゆミ こヽ.|ヽ卜・紙 1よ黛職‐…檸ぬ機絲で購ヽす

ることが)|こ絲 1贅'してヽヽる灘品で`ふふことは,1ヽ )SS

年礎柑め持ぶ1精ミ1と 機する痰機民奈解説で ,ヽぶ さ

れており、今‖もなおそめ性‖粗■父か ,,はなヽヽ。

そして,鸞闘灘め総合と…総満品では,公正鱗

争∫)ぶは 1ヽ寧が終な I)、 ・・機1館宝ttヽ ヽヽ ゛翠鶯ヽ髄
格縦め ふヽSと 辮撻機に難金った無総織驚いふサ‖

は、 Rずかヽヽ藻なること まヽ構自でふる.本 撚゙litt

lゞ、紺懺という満品のN痰な公共撻・螢麒性 it囀

‖じ
‐
(総,め |ヽ おした金峰概である1)ム LI… 嘲ヽ曲1籠ヽ雌|=

ぶめヽれるような.鱒品のヽ織、ふ震,数 1嶽 1輸

達調叫、選鑓、魁灘檬その機の絲業をもと tヽ慮いも

Itる 「金苺餞的な価格離」を新機 ■ヽ機械的it求める

の (ま 繰りである。

いま求め :景しているのは,無眼定な11苺 撫絲鱗1様

化で1↓なく、キ1蠅めギ聯撤儀選ないささかも雌檬

しない滞でめ1面機蛉獣tである。特t職ヽNにお

ける個終 Vヽヽ 1(機

'1き

)は,漱 しい幾螂 幾ぐト

ふ,k様 総 雨操畿の 1ユ l水でございます。

本繊の公聴会にお麟りしますのは,光機の糸儀1

常‖機痰のあいきつにもありましたように,辮闘

熱 こヽおける終定のぶ公ltiな取引方法J′〉衛りJヽめ全

部t:贅‖態についヽてでござヽヽまして,広 く関係●像

かも榊意胤をお髄いやるものでありま嗜
｀
ぃ

なお= よ゙1110博 鉾管報公恭機,S北命金違を職
熙する方を暮サ漱したが、.本灘騨出ぶの方餞件こヽ

麒磁め黎じ麒よヽございませんでした。

2 特殊指定の説明

漱占機1識が機上する不公雌な取挙鱗織を指定

するものとしては、いわゆふ…搬指tとぶヽ端 定

む隷燿魯ヽ |こ総
',よ
げていふi現状では,繊 :ミ したよ

うに級i格檬1でQ職驚のWヽな機憮や'夕 畿ムを1∫眠ヽ
するも√》でふい.薔 」ヽ ド`懇な勘ヽする■搬 根が糧
めて熱いヾ

"違

,本社,ま灘遮サ‐―ビスを含めて「N品」tt痰

傑をも ゃ́ているのであ |)、 これは,総1、鶯′鍛 tと N
力継|、 むヽ保ド ・ヽるためには,1111麒段階にお|,ぉ 価

格の変動を感めないということに■,ながる.ヾ

ただ t.樹たな1撻絲を繊出する際にも、忘れてまヽ

ならない性点が、公共的,公益lI(事である冊闘蝉薦
品神織 it地金うものであるか否かという点であ

るさもし樹機が機典無むいう機ぶを欠いた,.1撫

1lI職 こ繊‐檬憲「金ミ約価格繊」を維容 t,たなら1ざ

その騨ド出 ‐絣麟という樹品の1ヽぶt黎liを ,,ヽうこ―とt↓

なりかねなヽヽぃ1絣撚配機とヽヽう織合的な1戯 11懸 と機

能をやがめることなく, しかも絣機め1ヽ典性1こふ

さわしい懸鼈髄の繊定が求め ,ヽ れており。その意

味では側えば,学校轍宙め散材として機)11す る懸

|'織 1=避職される「十被特 ,嗜t憮」などが懇tされ

よ)。 こF)よ うな発イ1本社キこよる続しい価格0繊

t方 1ヽ11■ ■)ヽ てヽは、鮮様化す為織麟め紙闘定機に

ついてめ掛繊 |=こ たえるべく,苺や11と も紺たな職

格浚雌について検餌む1ヽ■)ヽ いるとこうでふふ:
.         琺 蔦

改定された新簡特殊撥定

公聴会・公取機の業件識明 (1999年 6月 30圏 )

剛懸業にお轟特定の不公鷲な取撃購法の金郡改正(薬 )」 の識II暉

(説明者)公正取引委員 引薦取31部取3儘限課長 康 挙

1 はじめに
が帯撫します。…轍1幣ミというの(恵,鸞湖熱を鶯

めあらゆる業蕊 こヽ遮用されるものであり、事11晨 I洲

キ公‖取事1融 脅′It第 15サにおさまして,典 liミ
の取」11lI絶 など16の 1,為 を不公正なぶ準押い憮とし

て1播筵しています。他■,いわゆる1特総 構゙定はI

時賞業穏 ,こおける終定の収単|力油む澪合意なもの

として1樹定するものであ ,゙職■_絣 ,鎌餞の0』れ

百貨店機、散職檬業蓼 6つの特殊1誨定がなされて

おサます。

なお,Ⅲ…麟 定,螂 定めいずれも,漱志檬

lL決第 2豫節 9パ it雌づいて公蔦より1機麒金騨

定するも
`′

)でふりますが,蘭指憲の機係は、特藤

指定で肌忠されてい薔構為については1特殊搬忠

が鱗梵的に適用されるとヽヽうものであサ、一般柑

定の機瑯そのものが掛糠さオtる ものではありま鸞

1ふ

ん。まえ:,撫 I,:機 111濠ヽい飛蕊薫とさFt為 ぬめ、こ

1忠ャ、ヽ減11ぶ)に飛‖む書ヽヽせ阻ヽ十ふぉゃォtO｀ 証)

ることか要1(卜とされ・Iふ1')、 こハまで1綺総t曲総

ゃ機なること4)1まふ
',ま
せス́ぃ

3 今回の新関特殊指定の見直し:二至る経総

戯11ハ !辮 ili尊撚ttお |)る ヽ寒め

“

t公 1ドな】1く |∫ |‖

決」(以 ド n゛熱構t」 、とぃぃ漁・蝋 )1は、 )卜樹,

畔驚i30キ |ヽ
■1撻tさ れ

―
てお )`.や ジ〉縦゛麒飛11法の

機t施 |=伴い,IIド 粗89キ |き ヽ郎0規雌力ヽミ品業ぶ漱

|=聴づく脱制に移11さ れ、バ|ヽ 11め ようや職tと な
‐)た ものでありますぃお手磁め撻料め騨|liい 1,111熱

む魁ていただ くとかかりまヽ
｀
こホ )),磁110躙

繊tは,磁 11Nや 職別対擬に■,い て駐籠し,籍 t

囃で機越的ぶ意代め1繊

'11の

…・蝋 1ヽ1と サ庶∫)|と る、、ヽ

わゆる押し1紙 t↓“|)ヽ てヽ驚tし ていまヽ
｀
。

‐N無1鷺忠め鋼籠ミヽ時,懸職繊 こヽ::ド い・〔職大な眠

轟鸞゛む綸めとする総々な飛う1古漱 卜の1繊繊が提

熾され,特
"麟

粋定の樹1定 にヽ“|た ものであ 11,1ま す.,

さて、 1ヽ 1‖ :tt,1番 縫食 |よ, 平職 3年以籠絆fヽ物

苺職鮨1職ψ)ヽ職 し1卜灘む進めてさぬところです

が,ギ麒10ヽ 3'1に それ総 での検ぶ,館檬さ踏まえ、

終檬01辟機について公激しました。そ礫中で.Si

灘|ミ命いては,「価格浚tの多0逮‐1ヒを職書すること
いないよう.雨脳薔機にお|する特殊1澪tの兄職しや
けヽこととする」と拇母1し ておりますぃこれ|ふ

ぶ賦劇縫|■機する地雨じ体繊の総総で,キふ株1貯t
it機する鱗ヽ1餞点の1絆‖灘がなされたからでありま

すで、すなわち1平武10ヽ 1月 の禅賊問熾検紺のた
めの取埒鸞 りヽ檬と駿゛政策に1難する研究全め報 111

癬・゙ は 、゙ヤ薇ヽ1樹定が機々な取引条件等の丼をk映
した0飛的な価格斗を設けることまで禁 :11す るも
のであってはな

'〉

ないとψ)指 1,ヽがあり。公‖‖資り|

麟ミ会としても、1鮮販お11撻め ドにおtするヽ

'関

ミツ)

流通・取り1恨

`1改

ヽ檸を図る熾点から特殊|ド定の

地紺じ伸熱む進めてきた t,0やふります。

本‖:金験 にお襟 1,し ます改‖懺は, こおよ
うな経総を織で作成されたものであります。

4 義行特殊指定の具体的な鶴題点

|‐冊鸞機における特定めボ公正な取り1方法」を改

正する戦曲として|ま,iた,Ilし て 2つあ ,`ま す。

第1の改正理由としては,現 1サの特椰麟iマ定は、
やめ文ヽ L:蝋 なるti画め浚雌檬力■…様に磯止さ
:tて いるかめごとき織定となっていることに機1‐

心ふ命やすぃ

特性1雄tは、雌1)機鷲郎が特定ハ母∫1ミ Xヽ 1ま 111■1

■1=‖1し て
-1)1)絆
調自ヽな価格職tを 職お11ヾ 為、tt

を111いうとするもめやふ・,ゞ、‖
｀
lヽr麟 ドヽ1いふふ1朦

絣ヽまでも飛 1卜ゞるもので(■嗽ヽヽこ、ユtよ ｀ヽ熱ず↑よ

とであサま 、ヽ 意た、ヽ書熱鮮は、平職1()■ 2ヽ∫
‐
1

カ||11甘で「機絆詢薔眠懸||ミ下t=お |1心 掛係ヽ準ずヽ

1避雌・ぶり1懺

`サ

改や等砕酬 1111:ヽ tキは‐11)い て」を

公衰し,や め中で騨係撚単に対し1織‖ ヽヽA職 ‖や1

益確 !It`′ )繊 1::0■ )),判1聞ノ)||ミ :帯繊」さ翡

'総
IL∫)i根

りま11tム な求めているとこ′)であ｀

'恵

十
`,lⅢ
かしな

が .ヽ職イ1特殊指定F)撻 lЩめ蝿鴬め文書|=、 N
なるt(藤め設tSが…イ|｀ 1こ禁 1ミ iさ れていらかハ 菫ヾ
うや縫定機りとな・)て いること|こかたがみ、 キ|いヽ
かつ介簗till」や鱗ヽ1無めふふ総合には,ヾ なるti繊 iを

付す斗ツト(1ヽがlit公‖十ぶtり II漁 こ "ヽて 職漱 とキ

らないことを綺i:')か ltし ,キ騨珠1絆tがこめよ
―
l,キ

絣騨√)憮養機tめ ↓機化をド無檬すること鎌なtヽ ま

う:こ しよう 1と・

'‐

るものであヽます。

なお,イトNの特燃機ttt l畷 聡性ぱliし |こ ヽヽた ,I

て ‡ヽ.榊i間 が熟、ヽヽ 1卜漱ヽ21飛び〉tl lこ恭′|ゞ れ-1蕊樹

除外とされている機‖麟肛|・
職ゞ籠嗜概の対憮とされて

お1),麒ヽ業薫によるt機の澪||り 1村為に機ヤ心規

定については,Nに 綴腱ヒして導在する1‐1ミIk黎織
め職11と か ,ヽ む間避であふこと:とかんがふ、鸞作

1カ 11販 $け tの問選と |ヽ11,し て検‖」を1サ うことこ

し、今IIll′ )改 ‖́鸞や|は必要最4ヽ限 ′ヽ)文 バJ)11,11‐ 1:1・

1■ うこと,■ とどめていますv

悴 2の改IL'蹴‐1と しては,メさ{i撚常による||ヽ売

業者|=IIす る拇越的JlL()をヽ景とした、ヽヽォ)ゆ る

押し紙め規定めヽ鶴で騨〉`)ま す。蹴 1・1の職定め,
オから1=,1も ti業者が職磁業紺め濾1文部無 ||卜 を

増やすよう こヽさせた卜、やめ指示したふII燕 颯■丈

させる村ぶ,も 嶽 1ヽ1さ れ心ことが
'暉
総 ttな・.1〔 いな

いというい1毯がふ II), こぬような(1)`ぃ も瞥lI裕‖こ機

111011麒 とする必響力'あ ると考えヽも
′いであ )ヽ麒

す。これtよ、平成゛ヽ12月 |こ,lL雌潔1闘 ||:が 今中

し 1・ げたようや方決 |こ よ■,て 職札業情に1対 し||ド し

紙を
-1卜
1,て いたたハ 公‖聡(り 1機鮫金が雑際紬普

(平成 1 0Fi‐12月 |=欝決)セ.(卜 ,たヽ件 ■゙ござい 1ま

して。このようなことからも,ISヽ 11111為 とこ_ギ |111

鵬 喩 蝸 ボ 1激、ゎ 黒キ仄
淋 :'｀

｀` ・`

このように,紺閻業における公‖か″)自 由な鍵

卜を織1,,健遮ヽ
｀
る畿点かふ.■く偽 :1,:も 雌ヽヽり1漱 と

して
―
黙、1さ れる|1島 を導1椰i(こやることも鮮,1ヽ せ
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稽業‖■
、11己 ざ)(雄 ミ減4‐ ‐、11:=|ょ ,ヽ、 :r,:1献ふ職‖‐|=

1l t′て
.1ヽ

料 |き li'鳩 魯|■眼もヽ
~、

ル110職 t雄 lt総 (`と

鵜するI(倒 t tlゞ , い鸞)ヽいるhi繊tI11)を :111し て,I

ぅ蝸合も含む撻書をよ+1■ |ド )で あります。

権2'長 |■
')い
て11,1麟,ざ )書嶽!絆tJ)職売業情

√)`i為 |=}母ヤふ鴨 1_tt漱 I=そ J〉 :ま まヾヽ11掛すること

としてお ,ヽ‡ や、 |ミit■1.業 :ヽ tせ よ4)t(1ヽ 。')WilIサ |イ )｀ ふ

、こ
`)い
ては、撻ti業者ざ)職売ミ rヽ二:=● !…する1ヽ職業

約o職 11‐ とかヽゝむド11選であり,111賦恭1'撻 F‐主体げ,存

撻(1‐やヽ てヽiま , い` 1ヽ:ド |・ぶせ・1‐
|111盤 |さ tヾli騰 t・ 1ヽ 小こ

ととして、ヽること,1かんがみ,キ11ぶ準2■ ltつ い

で、‡、lli眠 1ヽ斑め存職それ自体√〉:畿論とIヽLl∫ 1「 (

饉〔1対すすることとし.て |ゞ ')ま す。

11お ,冒 礎ゞ・ごも述べましたが11‐ 1ヽ珠指定違,(t

さ|じ るためヽ
=|ふ

1ヽ 1111書 ■ヽを離1ド 1‐ 4111が必要

と靭 (ヾ・ 1:低用され
'Iお い. ■0点 |ざ)い ては,笛

ツよI麒 ずヽ賊撻業者の1ヽ |)り 1(1島が特搬ヽ1織tlこ違反する

かごうか|=´ )い ても|‖檬でもります。改正案:tホ

いても、こ )゙ぶ変わるもび)で は`ふ 1,ま せん。

られ 1,tヽ 1炊∫)‐I｀総紙, 1約瀬t十 ∵t■1機 1.‐tr供給

ヽ
｀
お1轟 令1:‖ 1・ ,☆ヽされォ|二とや心趣 1ヽ0も ごFIふ I)tヽ

ヽ、.1曲 澪.:1:〈 ハヽil撃ミ普11.■ 繊バ1ヽ II↑:を ,Fヽ |ゞ:|:文
・゙

ることとキ_て ヽヽおIぶ無ll l_(お ,`キ|すが,ヽiご｀

、11.いヽ`11ヽり1平懇tiま なく, 贖■腱驚‖ゞ
‐
1織ヽヽ等十

含F)ないやII文 :「〔い|いIS F)に ,こ |ほ こヽ1麒疇キ

'繊紙き|卜11し て゛給や4.ttヽ1‖夕い01[計容・ヽ
'I

趣旨でふ ||ま ■ヽ、職|ヽ1点 や11、 これ1■
'卜

に 1卜
‐■
1か

,́Fiド N的やハl1111が ふ 1:ド i烏介|1想 tt'雨 ヽヽ 1ヽ糧tて

よ,i,ま す_

1神tt業・朽(ti不 I嗜恭‐11.与項 もこと_|セ ||、 1ヽ
'AI.:

まふ禁 litが ‐機オlit「)ヽ母的ititめ 1ヽ11:1め・ ヽ11

であふこと,か・ ).… 毅指定いIIItr、 11(1ヽ |こ岬 t´ 〔

tダ )|ミ うな線tt tしたも′)や 1‐  ゙1｀1又 li!ゝ|:=

、IR｀ 1111｀ るil為 :こ よ )`、 厳rt業 書体ヾ喪 ■ヽ11要 ::や ヽ

部取をi総 ぇた新11:|か イ11ヽで供給される場合に1■、
｀
然ヽ |こ賊撚 綸11小オ|1益が生しヽと帯えでお

'),

この「イ中H腐_|し ハ要flt=よ ,́(■ 1∫ .ヽ増 味ヽ1卜1

1き新たな要11‐ を11カ |ドヽ
‐
るもうで1は あ |'11!1,t、

こ11)tt il~賞 (1+き 1l t.て 11、 ヽ11ハ 公聴会にぶ
いて|や 1機か :ヽ いたださまヽ壼11意見をヽ摯(tし まt

て, できるだけ 1ヽい 11↓期|[絣 告示を
｀
:|ヽ tし、 1ヽ告

11tiい たぃと:サぇてぉ`||十 ゛ゃilヽ■い)無行 ll ll

‐,い て111 公告後、 ・ty)明 1111澪 ll‖ 14´ 議|=て 施:i
する迅びitな らと‐サえ

‐
〔お 1サ 、1‐t■

これ |ま で
`')1lit‖
F)艤総及が、11(111ヽ ぎ)い 燿ヽt、 I´,さ

ま Ⅲヽては,以 !プ )よ うな次‖)で ございますぃ

以 11で、翠、かムF)1邊 IIll t・ 終かりま
‐
ミ

(1ヽ 11:取 り1縦 it tttよ 資料)

(31 改II案碑第 3ボ 11=´ ′いては, 1号 ヽ=凱k磁

苺村から′)'式紙め11出 に応 tlない方法による場合

を含む」とヽヽ・ヽ 歳溌を付lt'〕 Rえ てお
',ま
すが, こ

れはヽ,こ のような場会も1飛 I日i路 it合まれること

な磯惑|ドリに規ミしたものです゛

2:ゞ め規lEは、N戦「||し 11け たとお1).■ 111ツ )

特豫1臓 tでは議み |こ くかった,611苺 驚が111t売 業喜
(111し注文椰数自体を増やすよ

.)|こ させた I.■
0部敗を供給する,I為を

'サ

」礎に禁 :|ダ満 象として

驚定するも0であります。,
「正11か■,イ ■ヽ!I的 なりI11カ な`tヽぜ)11」 とめ‐職賞

は,例えば,‖常な薦機習に,111ら して遮 11と 認め

6 まとめ

改定された新蘭特殊指定

公聴会 ,新聞協会の公述 (1999年 6月 30日 )

晰聞業における特定の不公正な11鷲引方法」全部改11案について

、1ヽ述 へ)日 本新聞協会 1竜
:lilょ 車 雄

1.は じめに
|卜 ty)i整持き、1ヽ 1lilI`1贅 It会 :こ求‐ヾア

=ま
tll)i

t´ 1、 t、 それti、 新聞かドl民 y).■ 1も 檬1利 に、■l=え ,

やJ)無 くヽをよ‐)と う

'る

ために、 こぎや1llilttilド lヽli゛
‖イti」 kであるこ確は

「
(き たか■で、 こめキi場

li●後ヽヽささかも変わ |)ふ 1`漱 ネ|ん、.

こめたび, Iヽ公は会が示された特蠍 |ド )‐ t碑改 ni

案|=´ )き まして||、  1ヽ■嶺会tt‐〔卜,I意 十′いⅢt‐こ

|:1

11本籍撻脇套む|ヽ晨t´て、「轡闘恭|こお|す るオ↓t
め不公正な取1サ |力 1蜜 1■樹1改正案について、意見
をitべ させていただきまヤせ、

当臨会ではこれまで,融 ょヽド1卜法 11の 1ヽ紙 1`1資
と、■静讀じ価と,こ価制り|な どむ飛:|,し た現il特殊

・
(III:朦 t十 )ヽ おい1,轟ざ)11:繊 (ヒをは11ぃ う、キい

.)びヽ

熱マ1今ドl総 麒 1lК  t機《 1‐もボ1ヽ山でふ
',ま
す。

5 改正案の機襲

ゃさlで は、改 11‐案r),t体的内ヽヽ=や
いて説母1中

し 11ヽギます、、

(|)お ♯tず〉交N(tふ )ヽま すこ1,サ ,改 II案ツ)

織挙|こ おさまして、「 1_11'I絣 騨」と|ま .l'キ事に関す

ふ゛瑯1を 卜1本絲を‖1い で褐職し、 キ|ド 難綺されも

も0と 富職してお 1'ま す。これ こヽヽま、ヽヽf)ゆ る…

紙ハ 1111測紙ハ ||まか, スボ…・ッお1懺 などが譲ヽしま

すが,英・卜紙十ご蛉外11ヽ 二|:め絣闘11介 まれませた、

これ |:ま ,外 1ヽ|ド‖⇔絣闘ザ〉取機については,椰宇紙

F)場 f)tAべ lltili方法 1↓ おいて奥なる面がヽられ

ることめヽ、、、111(■キ:、 ,米∫絆tollヽ とするぶ欝|は な

いと挙た1)れ るか |,で あります。

「轟搬であふと機1織であるとを||ヽ わず」と|=.織

甘業者が1苺
・
Iミ (11場 合だ11でなく,朧発業者やめ

等三者t itt tiて liう 場合も禁止されるとヽ
‐
る趣鷺

を表 ‐ヽt.めで'キ が、 ,11本的 1こ は挙もlr機 構がltltヽ餞撻

‖ こヽ:ドホして、 ・‐tの地球の購:繊榊Kは ヽヽtめ騨
0贅雌職織めみにti雨 を翻|')り |いて賤札する機介も

磁まヽ すもとヽる,鏃 紺であ 1)ま す。つま|),彗も

'11業轟が職発業驚に指示して,Iわ せる(1為 に い́いて

1ま,眠 ,ヽ業轟 )ゞ|1為 で1意 なく磁11撻驚′)イ1為 とし

て飛 tIす るとヽヽうことであ
`|ま
ヽ
‐
゛

おt壊 Xl、まオ11手方により,供 なるt価を付し,又

iヽti戯 む拇|,,111:て 料1増を賊光する」とは,い1え

ば、11ヽ tの地域に的み英なる 1ヽヽ き付したり,t
価 t`騨11)i∫ 1い た

')‐
ヽること,あ るいは特定の相手

方に、″)ふ共なる定i麟を1,1し た '),定価を
榊|り 引ヽヽ

たりして:絣闘を販売することないいます。

ただし、■ヽか。)各増1的 な理由のある場合(Iお

ける興なる定価の淮定又は,11価め :ヽ|り |に
ン)い て

1ま ,当 然、特殊:卜定上1樹憑とな r,な い|:為 でふ｀

'
ますの■,そ

`r)構
ただしヽ によ1)明磯に驚憲する

ことといたしましヽ、この点,よ縫米か1,そのよヽ

lt鮮釈 o選ハ|さ れてきたところであ })ま すが,今

lⅢl.例淋をぶしてそのや諄織 化を図ったものであ

ります゛

ただし欝にある「学校救ヾ救樹騨でふること」

とは,学戦におIする取
'0た
めの改材として新聞

が機騨される場合に、当麒N遼 1ヽlt):■…般贄総議群

!き 購ヽされる絣闘と1しべて安い定価を波tし た
11),定

1餞の判り|を す`ることないいますが、これ(1,

20

ir)よ キヽlT)ヽは、サ1史散tド散 :|‖

'と

い‐)公共酌

十 1ヽ総ハも0‐ f・ ふ ))、 また,Wi麟 ざ)Wミを高める
、む果キごもltilr)さ れる―ヒこぁでサ,ギて、 1、 11:な.競

↑卜を111.IFヽ おおそれ|まなヽヽもい tlサ A'1)れ ること

か
`ヽ
ャ側示したもハせよ,'|ま 、゙

〔大  ヽ・‖懺lヽ ふlf,1(ナ で♪,る こと」と(ヽ、 企業ゃ
|ヽ 1ゞ卜,,公庁帯がたヽF'撫1識の樹翔や ・抵して機
l.1し
‐
〔いる11ふ合It.そ y)取

'‖
部紋に応して 1ヽ1安′)

t価 を設定した ,`、 Xilti雨 0さ ||り |む 11う ことな

いいま 、ヽ こび卜よう十メ鏃合 |=|よ . 織11ヽ厳|こ とっ

てもハじヽ コス |ヽ .業やコストをめ他大崚購織ltf'

うメ ||ッ トがあることで｀かヽヽ. これ権価格に反

映させヽこ、t(1む しら当然眸ことであ 1)よ t●て、

特漱1燎定 l,も 世寧され :ヽこ とを1｀卜11書 こヽする趨絲で

1悔I示 しております゛

「ゃめ他 :ド ｀ヽかつ金11的 な聡、tを も`ぃ てするこ

れらめ:i為」 t(は ,I学校散 11ゞ散|1難卜として眠発さ

れる紙間、 1大 :激 …ヽ11ヽ購 .、た鶯lilllに朧ヽされる懸闘

めよう|こ , その‖:総からムて正 )ヽか )́全 難ゞ1)11なミ

山蒔あるも。')、 取り|の滲懸などからみて縦滅全理

liOふ るものを合む連諸であり求↑゛ビのような

ものが■ヽかつ介理(tt,なЩ :|、のあるもの 1■含まれ

るかについては、今機、ヽ体的、蓼機に即して織総す

されていくことにな )`ま すが、公‖…取り1機
・ヽ
1ヽと

し.て は,熟ヨiミ鷲′)SII慈 ll人 と総1崎判断 |、
1よ 〉́(I

難様な価↑|ヽ般tがイi∫ われていくもめと期1゛ してお

りまして、今後、■111か
`)f,lEll:」

なメlt由 があると

して導入される書様キ|IN:梅繊定に,〉いては,特鍮

揃定に選反しないものと考えて:|ゞ
''ま
す。

(21 改正機の場 2′擬に
‐)いては,斑 lf州 1職 こヽ

おいて,発↑;業 者と麒機 素による行為をまとめ

て規定していたものを醸め,Wさ 分けることとい

たしました。第 2■の主体である 憮 売恭鶯1に

)́いて,ァ B`II配選の方法 ttよ り精間の賊売するこ

とを|1難 とする‖としたのは,いわ ′ヽ》る静ンピニ氏

ンス・ スト■, キオスク檸θり:1:撫賊職を行う職機

苺:織 11鍛誅蕪定の対策から除外する趣鷺であ I)ま

す。これは, こ′ヽような業榊げ)liう 庸 武゙販売′)場

合には、賊`′'1業米から発li業 鶯
へ発れ残■た新闘

′)越品が iヽ総Lと いうことでありまして,こ のよう

な場合に,職売業‖が劇り|を すること{ま考え鏃い

ことでぁ )ヽま すので、特1螂 定で規定する必

要はないと導えらオなるからでありますぃ

1に接であると限11‐撻であるとを||ヽわヾ」とは、腋
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■が,紋 )ゞで ヽヽふまざ)1ふ本的や‖‐場、サミおキ武
騨戯力llお (11え |_、 ヾ゙|)卜せて,(〉 いヽ|ヽ料ヽヽ 11it藪 ,11
1=つ いて,鷲 |、 ,It 4ti戯べさせていたifさ 計|、十、

2、 絣闘の業たす役割と新隠定儀について

絣闘IIヽま111盛 やふ1'力 あ心将t道・ :、‖総:ilゞ|け |ミI― )

で、紙 1由i中｀t・ 憮fLに 1l t搬める ‐方、部 til・
't')時

|:‖ IRI I=↓N事総中情報 t・ 1lt職・迅速に根
綸|■キ‖1,ふ とい。)な社鍋 `公 1ヽ的縦命を燿た t_

ていまヽ
‐
ぃ

籠‖ご↓ttふ Ⅲても卜ヽ餓め新闘が卜■‐1は , 日々

庶織・ 1ヽ1ド やヽ1■限なご|↓導ャ員ュースを報職す
ヽことによっ

‐
こ N ll ll礎 げ)Iさ概、 lt化 ・欺ゞめ

1ll illこ

“

大な痰献をしてきたことは、Wi麟 琴内外

や||)1か )ヽ撻 1職√)な いとこぅでふ
')ま
1｀。

・特‖、保存・ |:じ総ヽ とい。)ぬ縦れたズデ ィア

キ1性 をも')絣問碑(画餞は,多メディT'ft、  多チャ
ンふふ化い時代 |こ ふ・、でも1今後、高まる、Iと こ
そふれ,減 11館すヽこと1_1ぃ ささかもないと確償じ
ます、■してこうした絣圏碑無無は,安定的な流
I餞 システム|=爽 :!|すゃされな配逮サービスが確 (1{tさ

れ,議おの手り1(t絣間がN(,ら れてはじめて成■
するもめでふりますぃ

IN機の知るオ絆fllを 1無騨するためのヽ体111,t施飛

として,だれもがどこででも、絣関普均…・ 111ヽ廉
な価 1゙1で,寧 秘かつできる雄t'1ヽ 1こ等サ

=へ
手できる

ことが必要イヽ ∫`欠であります。そして, これまで

t職め文イL鸞 ミュよケ‐―シ、ンit策蛉―‐職として,

職禁法 liO再 朧ぶ li蛉適用除外マキ準燿指定が戦:樹

磁 tし て選用されてきllJ)も ,、こうした樹1場の公

1ヽ的,公益的な肘め職:撻 ,こ゛ 11は たからに11か な
,`1ま せ /供 ,

3.F別 配越制度の量要性について

'1」

,II本び〉‐ヽ11剛′〉総発行部数7.1()0万 郎′)ヽ11ヽ%
|1戸 別配逮で= こかも1か‖1鏃住ざ)・予約購総とな

やてお
't, 1郎 州

1)ド 1ヽ欲は全体の S%に ‐゛ぎませ
ん., 1,「 帯ふたりめ絣翔11鮮総は 、ヽ22湘 でゞ1'界のド嶽

1簿′卜111lt■ 総してヽヽます。

こσ〉ことは,織‖が毎 il.宝鰹 :t騨 ながらにし
て冊騨む購織できふことを報んでおり,|lt機あた
｀

'め
博よヽの高さ(==鮮 人権餓′)購総‖が,掛聞

社と販売‖がヽヽかか )́て 1総築 bl,1持 してきた戸

‖囃 逮濠」ミをぶ1雨 し、文奈午していることめ繊本こ

ヽヽえまヽ
｀
。

tt

Wi闘 !は｀躙 11か ら魯地げ)1:撻 費膚 |■ !に選され、総
‖1=た だ ‖ゞこド1別配避されています.、

111ド‖鸞‖を

‖卜して｀1瑠 |||,か ム顛苺‖・ヽ 1“liヽ す小メ)(1、 ゃli問の

■命である. .‐ 1ヽデitく 湘‖料を織‖め手
'こ

1=壌 |ナ 鏃

ためであるとともに,゛ きる限 |)メ ,111ヽ縦イLを 実賞
するためですぃ

眠機 Iキ

'||(1ヽ
Nで的忠ノ■卜fl:ヽ

'、

やこで曲く1、驚

ミ!よ約lS I人 |こめぼ )'ま ■`、1総鶯と購縦契約を紺

↓ド、 澪`卜鷲セ:澪問|||(■ 絆 )1濠 父し、撻 |'劇ヽり、職総

t.苺 |や し,滲 :規試青め闘樹1lt彎めるぎ)が,販 ,t燿
1占め主な仕事でず

｀
゛眠撻購 :‖き,|)に、 人事件ゆ拇

1:や A篠やどtこ まヽも輸送:||‐ l,1颯 :,1)父職,,が機1めヽ慾
|=も ,繊 えた態淋件りや F11常 的や tヽ鷲への対応な
ど、臨広い11ヽなiトヅ(ヽ まヽすで、

こおよ′)な 苺忙十業務なとなす朧州席にあ、

て,11111'(キ11度、1寺米1柑tが認められていること tヽ
より,識鶯・|ヾ機が勁いい.1ぃ の本来の1薫事として期
籠する薦diS檬務 :こ 専念十ることができてt、 ます。

この議恭t総鷲は無織,tll゛ |=11機 賞:=絣間を出
宅で人手することができるのです。

4.今回の改正について

掛撚1綺定
`よ

これまで滸関の賊発・ ,‖i趣 ンステム

を支える投 1ヾ1む撫い ,ヽそ のぶ綴を卜分 1■‐Nた して
きましたぃ擬NItが 1眠総価格を1絆定し,眠発群が
1ヽ世にやめti面 で販売するとい )́現 i,シ ステム

は、総性が安0し て新闘を購議できる最も総れた

Fi増:1'な・1ぶ機゛職といえます。

紙面内等、迅速,確実な配逮サービスといゃた
経:闘 にふさわしい職い1｀け、め,不介理を11,鰻 り|き 鶯
争,縦別Aり な定1峙設定は,紙間ヽ来の本ゝ鷲をおと
しめるばか ,)か ,識常に安定llt,に絣闘む絣ける配
磯システムせのもめの麟職を撚 くに違いあ 1,ませ

ん。

今1可 0改 1111=´やいては、斬1騨 という公共性,金
憔性をもや紺ゞ轟め職点から,‐ヽヽ拇li繊外的に業をも

t価 設定が戯|め メロとるなどめ焚ミがあるもめの,

織 1111111的 と運用の実態 |↓ 今ぃて||‐ 1雄米と 1ヽさ さかも

交わらないものと受け11めていま
´
、゙特に,地機、

相手方ltよ る鮨別的な定1画設tを ,今出y)改 11.案
|こ よっても

',|さ
続き111ヽ 織1機 11と したN機麒会の判

断は、新圏業掛として大変ぶ味があることこ考え

よ
‐
|。

な:・5、 改II特殊機定めや示命施41ヽ1につきまし

ては,現 (1のや眺 機定と比べ大きな螢Nは な|ヽ も

′)と 考■ (お 卜`

「
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意ヽ゛ :絣 Nミ itliけ る 総 繁|:幸驚ミに圏する‖本絣闘1轟会め基本的考え方」を紺

職|`t全 ヽ名で公lR書に従 11,I riヽ 出ヽ
'籠
夫イい蠍 綾,ユ1ヽ螺 |ヽ賊対策特常|1薔 餞 !ヽ 1ヽ1かが機

ぶ黎樹公11(委 委員長tit点 1操金い、ゞ織ヽ゛

増|ヽ金、、公燕機占て意ヽ ド`の報治を Iふ。
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゛

東
京
機
械
襲
作
所

〈
Ｔ
Ｋ
Ｓ
）
は

１
８
７
■
年

の
創
業
以

来

、
新
聞
瑯
を
は
じ
め
と
す
る
輪
転
機

の
ト

ッ
プ

メ
ー
カ

ー
と
し

て
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
築
人
成
と
し

て
生
ま
れ
た
輸
転
機
が

タ
ワ
Ｉ
Ｗ
画
面

同
時

フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
対
応
の

、カ
ラ
ー
ト

ッ
プ
」
で
す
．

高
将
度

・
出
印
刷
品
撻
を
実
現
す

る
多
く
の
技
術

ヽ
ヽ
―

披
番

の
見
当
精
度

を
誇
る
ス
ー

バ
ー
レ
ジ
ス
タ
ー
デ
バ
イ

ス
や
シ

ェ
ル
シ
リ
ン
ダ

ー
装
檬
。

優
れ
た

耐

久
性
を
発

揮
す

る
プ

ラ
ン
ケ

ッ
ト

・
版

胴

の

ス
テ
ン
レ

ス
櫓
ヽ
．

回
転
村
度
を
ヽ
期
間
維
持

す

る
ギ

ア
ー
の
漣

炭
焼

入
れ
。

■

エ
ネ

の
キ
ー

レ
ス
イ
ン
キ

ン
グ
装
職
。

キ
撻
自
動
化

・
雀
力
化
機
器
な
ど

―

―

数

え
あ
げ
オー
ば

き
り
が
な

い
程

の
、　
一
つ

一
つ
の
独
自

の

技

術

が

１
２
６
年

の
間

に
磁

み
上
げ

ぶ

き
あ
げ

ら
れ
た

脚
大
な

ノ
ウ

ハ
ウ
と
経
験

と

い
う
パ

ツ
ク
ポ

ー
ン
に
喪
打

ヽ
さ
れ
た
機
か
な
総
合
技
術
力
と
な

っ
て

「カ
ラ
ー
ト
ッ
プ
」

オ

フ
セ

ツ
ト
綸
転
機
に
ｔ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「カ
ラ
ー
ト

ッ
プ
」
誕
生
か
ら
８
年

今
日
も
色
鮮
や
か
に

ノ
COL″R
′

鋼i響:

す
で
に
４０
社
以
上
の
新
聞
社
や
企
業
で
稼
動
。
そ
の
技
術
力
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
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